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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

寒
風
夜
霜
を
催
す

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 4 ―

参 考 手 本

高

木

聖

雨

先

生

天て
ん

に
漫は
び
こ

り
雪ゆ
き

寒か
ん

を
送お
く

る

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（３月 10 日締切）

条 幅 規 定 A部（準五段以上）
B部（四段～準三段）

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
は
無
く

段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

【
今
月
の
課
題
】

�
「
上
沐
礀
寺
後
峪
柬
史
楊
諸
君
子
忘
此
群
生
動
禽
言
亦
」（
20
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

上
沐
礀
寺
後
峪

柬
史
楊
諸
君
子

忘
此
群
生
動

禽
言
亦
覺
紛

屢
窺
深
谷
色

高
臥
太
濛
雲

百
藥
吹
香
路

一
身
生
月
紋

其
中
殊
領
略

魚
罟
也
氤
氳

　
　
＊

抱
一
張
老
公
祖
敎
之

孟
津
王
鐸

沐も
っ

礀か
ん

寺じ

の
後こ
う

峪よ
く

に
上
り

史し

・
楊よ
う

諸
君
子
に
柬か
ん

す

此
の
群
生
の
動
く
を
忘
れ

禽き
ん

言げ
ん

も
亦
た
紛
た
る
を
覚お
ぼ

ゆ

屢し
ば

し
ば
窺う
か
ご

う
　
深
谷
の
色

高
臥
す
　
太
濛
の
雲

百
薬
　
香
路
に
吹
き

一
身
　
月
紋
生し
ょ
う

ず

其
の
中
　
殊
に
領
略

魚ぎ
ょ

罟こ

　
也ま

た
氤い
ん

氳う
ん

　
　
＊

抱
一
張
老
公
祖
　
之
を
教
え
よ
。

孟も
う

津し
ん

の
王
鐸
。

王お
う

鐸た
く

「
行
書
五
律
五
首
巻
」
⑨
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『
枯こ

樹じ
ゅ

賦の
ふ

』
褚ち

ょ

遂す
い

良り
ょ
う（

唐
）
③

条 幅 規 定 C部（二段以下）

【
今
月
の
課
題
】「
樹
婆
娑
生
意
盡
矣
至
如
白
鹿
貞
松
靑
牛
文
梓
根
」（
18
字
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
下
さ
い

（３月 10 日締切）

枯
樹
賦
。

殷
仲
文
。
風
流
儒
雅
。
海
內
知

名
。
代
異
時
移
。
出
爲
東
陽
太

守
。
常
忽
忽
不
樂
。
顧
庭
槐
而
歎

曰
。
此
樹
婆
娑
。
生
意
盡
矣
。
至

如
白
鹿
貞
松
。
靑
牛
文
梓
。
根

枯こ

樹じ
ゆ

賦の
ふ

。

殷い
ん

仲ち
ゅ
う

文ぶ
ん

は
、
風
流
の
儒じ
ゆ

雅が

に
し
て
、

海か
い

内だ
い

に
名
を
知
ら
る
。
代だ
い

異
な
り
時と
き

移
り
、出い

で
て
東
陽
の
太
守
と
為な

る
。

常
に
忽こ

つ

々こ
つ

と
し
て
楽
し
ま
ず
、
庭
の

槐え
ん
じ
ゆを
顧か
え
り
み
て
歎た
ん

じ
て
曰い
わ

く
、
此
の

樹
婆ば

裟さ

と
し
て
、
生せ
い

意い

尽つ

く
と
。
白は
く

鹿ろ
く

の
貞て
い

松し
よ
う、
青せ
い

牛ぎ
ゆ
うの
文ぶ
ん

梓し

の
如
き
に

至
り
て
は
、
根こ

ん

柢て
い



―
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―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

旅
臨
槐
里
感

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

師
旅3

を
還
し
、槐3
か
い

　り里3

に
臨3

む
。
孔こ
う

懐か
い

に
感3

じ
、

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

霄
之
右
東
□流
度

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

丹
霄
の
右

3

3

3

に
注
ぎ
、
東3

流
し
て
双
闕
を
度3
わ
た

り

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（３月 10 日締切）
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渡

辺

景

雲

先

生

主
人
不
相
識
　
偶
坐
爲
林
泉
　
莫
謾
愁
沽
酒
　
囊
中
自
有
錢

主
人
相
い
識
ら
ず
　
偶
坐
す
る
は
林
泉
が
為
な
り
　
謾
り
に
酒
を
沽
う
を
愁
う
る
莫
れ
　
囊
中
自
ら
銭
有
り

条 幅 参 考 手 本

下

村

柴

雲

先

生

竹
橋
横
小
澗
　
泉
聲
落
空
山
　
唯
有
幽
棲
客
　
扇
舟
恣
往
還

竹
橋
小
澗
に
横
た
わ
り
　
泉
声
空
山
に
落
つ
　
唯
だ
幽
棲
の
客
有
り
　
扇
舟
恣
に
往
還
す



― 8 ―― 9 ―

多
　
　
　
　
　
　
　
農  

な
み
　
　 

日
　
　
　
徒
　
二
　
多
　
　
　
　
　
能
　
　
　
王
　
可
　
連
　
遊
　
具  

者
る 

濃
　
　
　
个
　
本

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（３月 10 日締切）

石

田

輝

仙

先

生

爲
樂
當
及
時
　
何
能
待
來
茲
　
愚
者
愛
惜
費
　
但
爲
後
世
嗤

楽
し
み
を
為
す
は
当
に
時
に
及
ぶ
べ
し
　
何
ぞ
能
く
来
茲
を
待
た
ん
　
愚
者
は
費
を
愛
惜
し
　
但
だ
後
世
の
嗤
い
と
為
る
の
み

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

た
ご
の
浦う
ら

の
浪な
み

も
ひ
と
つ
に
立た

つ
雲く
も

の
色い
ろ

わ
か
れ
ゆ
く
春は
る

の
あ
け
ぼ
の
（
藤
原
定
家
）

条 幅 参 考 手 本



―
10
―

―
10
―

（３月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

桜さ
く
ら

花ば
な

散ち

ら
ば
散ち

り
な
む
散ち

ら
ず
と
て
ふ
る
里さ
と

び
と
の
来き

て
も
見み

な
く
に
（
惟
喬
親
王
）

さ
く
ら
　
　  

千
　
　   

盤
　
遅
　
理
　
奈
　
　
　
ち
　
　
　
須
　
　
　
帝
　
不
　
　  

斜
と 

日
　
　
　
濃
　
　
　
　
　
　
　
み
　
奈
　
　
　
二

半紙かな（１級〜 8 級

船
　
久
　
保
　
　
棠
　
　
苑
　
　
先
　
生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

水み
づ

鳥ど
り

の
重お
も

た
く
見み

え
て
浮う

き
に
け
り
（
上
島
鬼
貫
）

　
　
　
　
　
　
於
も  

多   

九
　
　
　
盁
　
　
　
憂
　
　
　
耳
　
个
　
理

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名
　
　
　
段
　
　
　
姓
　
　
号
　（
鉛
筆
可
）

支
部
名
　
　
　
級
　
　
　
姓
　
　
号
　（
鉛
筆
可
）
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実 用 文

大

井

岳

陵

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（３月 10 日締切）
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P8

※
一
級
以
下
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（３月 10 日締切）

支
　
部
　
　
　
　 

段
級
　
　
　
　
姓
　
　
　
号

（
名
前
は
必
ず
楷
書

3

3

で
書
く
こ
と
）
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（３月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
代
表
…
栽
培
…
味
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

田

邊

翠

鶴

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小６用

（３月 10 日締切）



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

（３月 10 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中 １ 中 ２ 中 ３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小 ２ 小 ３

小 1～小 3　　鈴　　木　　蕙　　翠　　先　生

小 ４ 小 ５ 小 ６

小 4～小 6　　田　　辺　　翠　　鶴　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（３月 10 日締切）
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船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題

支
部
名　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題

支
部
名　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

（３月 10 日締切）

新
小
一
規
定
　
つ
り

新
小
二
硬
筆
　
し
な
の
川
が
大
き
く
、
し
ず
か
に
な
が
れ
て
い
る
。

新
小
一
・
幼
年
硬
筆
　
も
う
す
ぐ
は
る
。
と
も
だ
ち
ふ
や
し
た
い
な
。

新
小
二
規
定
　
テ
ニ
ス

新
小
三
硬
筆
　
春
に
な
り
、
あ
た
た
か
な
風
が
ふ
い
て
い
る
。

新
小
三
規
定
　
王
さ
ま

新
小
四
硬
筆
　
雪
ど
け
水
が
、
音
を
た
て
て
流
れ
て
い
き
ま
す
。

新
小
四
規
定
　
す
み
の
色

新
小
五
硬
筆
　
早
春
に
、
山
や
野
原
を
歩
く
の
は
と
て
も
楽
し
い
。

新
小
五
規
定
　
古
い
お
寺

新
小
六
硬
筆
　
雪
国
の
人
は
、
春
が
特
に
待
ち
遠
し
い
も
の
だ
。

新
小
六
規
定
　
記
念
の
木

新
中
一
硬
筆
　
俳
句
で
は
、
季
語
と
い
う
季
節
の
言
葉
を
入
れ
る
。

新
中
一
規
定
　
花
見
の
人
出

新
中
二
硬
筆
　
何
事
も
ね
ば
り
強
く
行
動
す
る
よ
う
心
が
け
た
い
。

新
中
二
規
定
　
春
の
日
差
し

新
中
三
硬
筆
　
経
験
を
積
ん
だ
者
は
、
行
う
べ
き
道
を
心
得
て
い
る
。

新
中
三
規
定
　
早
春
の
青
空

４ 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

４ 

月 

10 

日 

締 

切 

学 

生 

部 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　

人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
里
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る
（
紀
貫
之
）

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

孔
懷
赴
喪
紀

か
な
条
幅
規
定
　
　
よ
し
の
山や
ま

霞か
す
み

の
奥お
く

は
知し

ら
ね
ど
も
見み

ゆ
る
限か
ぎ
り

は
桜さ
く
ら

な
り
け
り
（
八
田
知
紀
）

Ｃ
部
条
幅
規
定
　
　
柢
盤
魄
山
崖
表
裏
桂
何
事
而
鎻
亡
桐
何
為
而
半

Ａ
Ｂ
部
条
幅
規
定
　
覺
紛
屢
窺
深
谷
色
高
臥
太
濛
雲
百
薬
吹
香
路
一
身
生

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

春
め
く
と
覚
え
つ
ゝ
読
み
耽
る
か
な
（
星
野
立
子
）

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　
於
雙
闕
□貫
□穿
靑
瑣

半紙半分に書いて下さい 半紙半分に書いて下さい

新
中
学
部
か
な
　
流
れ
ゆ
く
椿
を
風
の
押
し
と
ど
む

新
小
学
部
小
筆
　
清
ら
か
な
　
水
の
流
れ




